
　
十
月
九
日

　
丹
羽
君
が
体
調
悪
く
Ｈ
・
Ｐ
が
動
い
て
い
な
い
が
、
時
々
こ
う
い
う
事
が

起
き
る
の
は
Ｈ
・
Ｐ
に
と
っ
て
良
い
事
だ
。
が
、
丹
羽
の
体
調
は
心
配
。
昨

日
の
江
戸
建
物
園
の
見
学
は
興
味
深
か
っ
た
。
今
日
は
午
後
か
ら
利
根
町
百

人
ス
ク
ー
ル
に
出
掛
け
る
が
、
本
格
的
な
第
一
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
内
容
に

昨
日
の
体
験
が
反
映
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
今
日
、
利
根
町
に
提
案
す
る
の
は
、

利
根
川
と
の
生
活
を
、
つ
ま
り
、
水
が
身
近
に
あ
る
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
、

そ
の
為
に
先
ず
小
川
の
再
生
を
実
践
す
る
こ
と
、
小
川
の
再
生
の
為
に
水
を

勉
強
す
る
幾
つ
か
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
た
ス
ク
ー
ル
を
建
ち
上
げ
る
こ
と
、

そ
の
ス
ク
ー
ル
の
場
所
を
、
で
き
れ
ば
利
根
町
の
歴
史
が
現
れ
、
わ
か
り
や

す
い
形
で
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
に
設
定
す
る
準
備
を
す
る
こ
と
、
等
で
あ
ろ

う
。
庭
の
柿
の
木
に
小
鳥
が
沢
山
や
っ
て
き
て
、
う
る
さ
い
位
に
鳴
い
て
い

る
。
十
時
前
研
究
室
。
今
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
準
備
、
及
び
明
後
日
の
日
本

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
で
の
静
け
さ
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
と

デ
ザ
イ
ン
の
準
備
。
仏
教
遺
跡
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
遺

跡
の
考
察
か
ら
入
っ
て
み
よ
う
。
遺
跡
に
対
す
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
質
の
骨

格
の
ち
が
い
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。
大
き
な
事
を
言
う
の
は
大
体
失
敗

す
る
の
が
常
な
の
だ
が
、
こ
の
問
題
は
大
き
く
出
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
十

二
時
半
過
研
究
室
発
。
十
三
時
五
〇
分
過
取
出
駅
。
う
ど
ん
を
喰
べ
て
、
渡

辺
先
生
引
率
の
も
と
七
、
八
人
で
利
根
町
の
古
木
巡
り
。
円
明
寺
そ
の
他
、

八
〇
〇
年
位
？
の
ス
ダ
ジ
イ
・
エ
ノ
キ
等
見
事
。
樹
を
し
み
じ
み
と
見
て
廻

る
の
は
初
め
て
の
事
で
面
白
い
。
石
川
さ
ん
宅
の
マ
キ
の
樹
、
大
越
さ
ん
の

と
こ
ろ
の
イ
ト
ヒ
バ
も
見
事
で
あ
っ
た
。
人
間
達
よ
り
も
皆
ズ
ー
ッ
と
長
く

生
き
て
き
た
樹
木
達
で
あ
る
。
佐
藤
さ
ん
宅
で
皆
さ
ん
手
作
り
の
夕
食
を
い

た
だ
く
。
十
九
時
前
柳
田
国
男
記
念
公
園
の
建
物
で
レ
ク
チ
ャ
ー
。
四
〇
名

程
度
の
参
加
者
。
こ
の
町
に
は
た
ぶ
の
樹
が
多
い
そ
う
で
、
松
崎
町
で
外
尾

悦
郎
が
作
っ
た
、
た
ぶ
の
樹
の
彫
刻
の
話
が
親
近
感
を
感
じ
て
貰
っ
た
よ
う

だ
。
二
十
一
時
迄
話
し
す
る
。
久
し
振
り
の
町
づ
く
り
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
話

し
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
利
根
町
に
は
４
回
目
の
来
訪
で
、
丁
度
良
い
レ

ク
チ
ャ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
聞
い
て
下
さ
っ

た
よ
う
だ
。
二
十
二
時
前
佐
藤
宅
へ
戻
る
。
教
育
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
場

の
人
々
、
議
長
さ
ん
等
集
ま
り
談
笑
。
私
は
〇
時
過
ま
で
一
時
間
程
仮
眠
す

る
。

　
十
月
十
日

　
仮
眠
後
〇
時
三
〇
分
蚊
網
神
社
奥
宮
へ
。
本
題
の
深
夜
の
神
事
見
学
の
為
。

二
〇
名
程
の
百
人
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
。
奥
宮
に
は
、
ち
ょ
う
ち
ん
に
光
が

入
り
、
美
し
い
。
月
が
こ
う
こ
う
と
光
り
輝
い
て
い
て
、
境
内
は
神
々
し
い
。

社
務
所
で
小
休
。
リ
ポ
ビ
タ
ン
Ｄ
い
た
だ
く
。
お
か
し
い
よ
コ
レ
ワ
。
利
根

町
の
オ
バ
さ
ん
達
は
元
気
に
し
ゃ
べ
く
っ
て
る
。
神
事
は
二
時
か
ら
だ
そ
う

だ
。
茨
城
新
聞
の
人
た
ち
他
、
神
事
取
材
の
人
た
ち
も
境
内
に
集
ま
っ
て
い

る
。
境
内
に
は
利
根
町
で
一
番
大
き
な
た
ぶ
の
樹
が
あ
り
、
人
間
の
二
ま
わ

り
半
程
も
あ
る
。
こ
の
町
で
何
が
始
め
ら
れ
る
の
か
不
明
だ
が
、
淡
々
と
や

っ
て
み
よ
う
。
オ
バ
さ
ん
達
が
人
な
つ
こ
く
て
、
仲
々
良
い
。
オ
バ
さ
ん
達

の
町
づ
く
り
、
か
な
。

　
結
局
、
祭
事
が
始
ま
っ
た
の
が
三
時
。
松
明
に
灯
を
と
も
し
、
十
人
程
の

神
官
姿
の
氏
子
達
が
蚊
網
神
社
門
宮
へ
。
五
〇
〇
メ
ー
タ
ー
程
夜
の
山
道
を

歩
く
。
再
び
奥
宮
へ
戻
り
、
大
き
な
カ
マ
に
湯
を
わ
か
し
て
い
る
の
に
、
何

か
の
葉
の
た
ば
を
つ
け
て
神
巫
と
参
拝
者
達
に
ま
く
。
最
後
は
白
蛇
を
形
取
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っ
た
大
き
な
ワ
ラ
の
た
ば
に
火
を
つ
け
て
、
神
酒
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
修
了
。

朝
の
四
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
佐
藤
宅
で
三
時
間
程
休
み
。
八
時
過
起
床
。
朝

食
を
い
た
だ
い
て
九
時
過
取
手
駅
。
常
磐
線
、
埼
京
線
を
乗
り
継
ぎ
指
扇
へ
。

十
一
時
過
指
扇
現
場
。
大
工
打
合
わ
せ
。
十
二
時
過
発
。
十
三
時
過
研
究
室

に
戻
る
。
丹
羽
君
今
日
も
休
み
。
何
事
も
無
け
れ
ば
良
い
の
だ
が
。
今
年
の

二
月
の
記
録
を
読
み
直
し
、
沖
縄
北
部
広
域
の
印
象
そ
の
他
を
記
憶
に
呼
び

起
す
。
沖
縄
に
対
応
す
る
陣
容
を
固
め
始
め
る
。
十
五
時
製
図
。
十
八
時
前

後
終
わ
ら
せ
て
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
東
京
倶
楽
部
へ
。
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
協
会
理
事
会
＆
デ
ィ
ナ
ー
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
面
々
は
本
当
に
す
れ

か
ら
し
じ
ゃ
な
い
好
人
物
が
多
い
。
こ
れ
で
は
信
頼
関
係
を
裏
切
れ
な
い
な
。

二
十
二
時
過
修
了
。
二
十
三
時
過
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
十
月
十
一
日

　
七
時
過
起
床
。
風
呂
に
入
っ
て
、
頭
も
洗
っ
て
、
昨
日
の
澱
み
を
落
と
す
。

「
静
け
さ
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
今
日
は
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
十
二
時
に
新
宿
の
文
化
女
子
大
学
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
と
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
少
し
準
備
す
る
。
以
前
、
ヨ
ル
ク
・
グ
ラ
イ
タ
ー
教
授
と
議
論
し
た
遺

跡
（
廃
墟
）
に
対
す
る
考
え
を
ベ
ー
ス
に
し
て
み
た
い
。
現
代
の
廃
墟
、

九
・
一
一
に
よ
っ
て
出
現
し
た
廃
墟
は
ひ
ろ
し
ま
の
廃
墟
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
量

殺
人
の
廃
墟
、
そ
し
て
、
ポ
ル
ポ
ト
に
よ
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
廃
墟
に
つ
な
が

る
事
。
そ
れ
等
の
廃
墟
が
示
現
し
て
い
る
、
静
け
さ
、
死
者
の
沈
黙
こ
そ
、

我
々
が
深
く
考
え
を
集
中
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
、
に
つ
い
て
発
言
す
る
積
も

り
で
あ
る
。
「
静
け
さ
」
と
い
う
と
も
す
れ
ば
私
的
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
散

乱
に
終
止
し
か
ね
ぬ
主
題
を
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
に
は
近
・
現

代
の
沈
黙
、
戦
争
に
よ
っ
て
現
れ
る
巨
大
な
沈
黙
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　
十
一
時
頃
新
宿
文
化
女
子
大
学
へ
。
二
十
階
ホ
ー
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会

場
へ
。
ス
ラ
イ
ド
、
セ
ッ
ト
し
た
後
近
く
で
昼
食
。
辛
口
カ
レ
ー
。
十
三
時

「
静
け
さ
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
巡
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
栄
久
庵
憲
司
欠
席
の

為
、
冒
頭
ス
ピ
ー
チ
は
ビ
デ
オ
。
島
崎
理
事
長
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
大
学
ソ

タ
マ
学
長
挨
拶
。
基
調
講
演
。
十
四
時
三
〇
分
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
始
。
私
は

予
定
通
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
々
特
有
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
に
つ
い
て
述
べ

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
テ
ィ
モ
・
サ
ッ

リ
建
築
家
ミ
ッ
コ
・
ヘ
ッ
キ
ネ
ン
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
興
味
深
か
っ
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
Ｇ
Ｋ
の
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
達

数
名
と
話
す
。
ヘ
ッ
キ
ネ
ン
氏
等
と
も
話
す
。
彼
は
ど
う
や
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
を
代
表
す
る
建
築
家
の
一
人
で
あ
る
よ
う
だ
。
二
〇
時
前
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
移
動
。
お
別
れ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
。
マ
ッ
テ
ィ
・
ラ
ウ

テ
ィ
オ
ラ
教
授
と
話
す
。
二
十
二
時
過
、
唄
が
出
た
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

と
こ
ろ
で
、
私
は
会
場
か
ら
サ
ヨ
ナ
ラ
し
た
。
二
十
三
時
過
世
田
谷
村
到
着
。

　
十
月
十
二
日
　
日
曜
日

　
七
時
頃
起
床
。
昨
日
は
午
後
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
協
会
の
行
事
に
か
か
り
っ
切
り
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
建
築
家
マ
ッ
テ

ィ
・
ラ
ウ
テ
ィ
オ
ラ
、
ミ
ッ
コ
・
ヘ
ッ
キ
ネ
ン
両
氏
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。

来
年
度
、
両
氏
と
オ
ー
プ
ン
・
デ
ス
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
相
互
に
行
う
事
で
合

意
。
朝
十
一
時
研
究
室
。
十
三
時
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
た
め
の
準
備
。
十

三
時
本
日
の
受
講
生
が
ポ
ツ
ポ
ツ
集
ま
り
始
め
る
。
丹
羽
君
は
退
院
し
た
よ

う
だ
が
、
用
心
し
て
今
日
は
休
み
。
予
定
通
り
十
名
位
の
教
室
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
と
コ
ル
ト
レ
ー
ン
共
演
の
名
盤
か
け
る
。

日
曜
日
の
気
だ
る
い
午
後
に
二
人
の
巨
匠
の
バ
ラ
ー
ド
が
良
く
合
っ
て
い
る
。

十
五
時
四
十
五
分
レ
ク
チ
ャ
ー
修
了
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
と
サ
イ
モ

ン
・
ロ
デ
ィ
ア
。
随
分
遠
く
か
ら
受
講
者
が
参
加
し
て
い
る
の
で
力
を
抜
か

-240-2-



な
い
で
続
け
た
い
。
今
回
は
何
人
か
の
子
供
達
が
運
動
会
と
日
時
が
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
し
て
休
み
だ
っ
た
の
で
レ
ク
チ
ャ
ー
は
容
易
で
あ
っ
た
。
次
回
は
十

一
月
二
十
三
日
。
子
供
た
ち
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
対
応
を
考

え
な
く
て
は
。
十
九
時
前
、
京
王
線
新
宿
車
内
。
世
田
谷
村
へ
の
帰
途
。
今

日
は
休
息
で
き
る
か
な
。

　
十
月
十
三
日
　
休
日

　
朝
、
室
内
の
樹
木
や
草
花
に
た
っ
ぷ
り
水
を
や
る
。
し
か
し
、
世
田
谷
村

の
植
物
は
良
く
育
つ
な
。
今
日
は
何
も
し
な
い
で
過
ご
す
つ
も
り
。
新
聞
二

紙
ゆ
っ
く
り
読
む
。
こ
う
い
う
時
に
限
っ
て
ロ
ク
な
記
事
が
無
い
か
ら
、
オ

カ
シ
イ
。
昨
日
、
鈴
木
博
之
先
生
訳
「
ゴ
シ
ッ
ク
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
」
岩
波

書
店
、
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
読
ん
で
み
よ
う
。
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